
▶6 月 28 日から 7 月 8 日にかけて、 西日本を中心に全国各地に大きな被害をもたらした、 平成 30 年 7

月豪雨。 多くの地域で河川の氾濫や浸水害、 土砂災害が発生し、 死者数が 200 人を超える甚大な災害とな

りました。 西日本、 特に広島県や岡山県では被害が大きく、 台風の接近を不安に感じながら、 いまもなお

懸命に復興に向けた取り組みが続けられています。

▶現在、 岡山県では、 岡山市と倉敷市が県外からの災害ボランティアを受け入れています。 「倉敷市災害ボラ

ンティアセンター」 はウェブサイトを設けて、 ボランティアの参加方法や必要な人材 ・ 物資 ・ 資金の情報、 災

害ボランティア活動を支援する情報等を発信しています。

　
▶北海道にいる私たちは、 こうした情報を通じて被災者支援の一端を知ることがで

きますが、 現場では実際にはどのようなことが起こり、 それに対してどのように活

動が進められているのでしょうか。 災害ボランティア活動支援プロジェクト会議 （支

援Ｐ） の要請により、 数度にわたり、 倉敷市災害ボランティアセンターの運営支援

に携わっている、 一般社団法人 Wellbe Design の篠原辰二さん （写真） にお話

をうかがい、 情報共有 ・ 意見交換会を行います。



　学生時代はＮＧＯ活動を通し発展途上国における支援活動を行い、 卒業後は北海道内２つの市

町において計 14 年間、 社会福祉協議会職員として勤務。 地域の特性を踏まえた各種の地域福

祉事業や地域防災事業の経験を踏まえ、 地域住民と共に創る福祉のまちづくりに関する各種の

事業を展開するほか、 地域福祉活動の担い手育成やコミュニティソーシャルワーカー等の対人援

助職に対する人材育成事業を展開。 大規模災害発生時には、 災害ボランティア活動支援プロジェ

クト会議 （略称 ：支援Ｐ） からの要請に基づき、 災害ボランティアセンター運営の支援に当たる。
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